
○参議院議員選挙にむけての取り組み 

 

①戦争させない市民の風・北海道は、次の参議院議員選挙において、憲法改悪に反対し、安保関連法の

廃止と立憲主義・民主主義の回復をめざす政党と立候補者を応援・支援し、参議院全体で３分の１以上

の議席獲得をめざし、北海道選挙区については３議席中２議席以上の議席を獲得することに全力を尽く

します。また、比例区についても立憲野党議員の議席獲得に力を尽くします。 

②参議院議員選挙北海道選挙区に立候補を予定する野党各党および立候補予定者に対しては、市民の風

との基本政策についての協議をすみやかに行い、政策協定を締結した立候補者については推薦を出しま

す。 

③市民の風が政策協定を結んだ政党、推薦した候補者にたいして市民の風のメンバーは、それぞれの意

志と立場から、それぞれの政党、候補を創意工夫しながら応援していきます。 

④野党各党および立候補者予定者との政策協議では、以下の９点を基本政策の合意点にしたいと思いま

す。 

１、安倍政権が進めようとしている憲法の「改定」とりわけ第９条の「改定」に反対すること。 

２、特定秘密保護法、共謀罪法、安保法制など安倍政権が成立させた立憲主義に反する諸法律の廃止を

めざすこと。 

３、福島第一原発事故の検証と道民の合意がないままでの原発再稼働を認めず、新しい日本のエネルギ

ー政策の確立と地域分散型エネルギー体制の確立によって、できるだけ早期に原発ゼロ社会の実現をめ

ざすこと。 

４、森友・加計学園問題、公文書改竄、日報隠蔽、統計不正などの疑惑を徹底究明し、透明性が高く公

平な行政の確立をめざすこと。 

５、子ども・若者がすこやかに育ち・学び・働くことを可能にするための保育、教育、雇用に関する予

算を拡充し、積極的な政策を推し進めること。 

６、すべての働く者が安心して働くことができるルールを実現し、貧困・格差を解消して生活を底上げ

できる経済・社会保障政策の確立をめざすこと。 

７、男女の雇用差別や賃金格差・地域格差を撤廃することに取り組むこと。 

８、ＬＧＢＴｓをはじめとする、あらゆる差別の解消に取り組むこと。 

９、2019 年 10 月に予定されている消費税引き上げを中止し、所得、資産、法人の各分野における総合

的な税制の公平化を図ること。 

 

○衆議院選挙（ダブル選挙）にむけての取り組み 

 

・立憲野党との政策協定を前提に、立憲野党の現職がいる選挙区については、現職議員を市民と野党の

統一候補としていくよう要請します。 

・それ以外の選挙区については、市民と野党の統一候補者が実現できるよう各党に要請します。 

・統一候補実現の過程の透明性をはかり、市民参加の候補者選定に努力します。 

・前回の衆議院選挙比例区で共産党現職議員の議席を失ったことの反省を踏まえ、共闘への努力をはら

いたいと思います。 


